
   

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
二
八
年
は
、
日
本
で
は
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
で
史
上
最
多
の

四
一
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
北
海
道

で
は
、
日
本
ハ
ム
の
リ
ー
グ
優
勝
・

日
本
一
、
コ
ン
サ
ド
ー
レ
の
J1
昇
格

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
で
明
る
い
年
で
し
た
。 

し
か
し
、
四
月
に
熊
本
の
大
地
震
、

八
・
九
月
に
は
台
風
に
よ
り
北
海
道
、

岩
手
県
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
災
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
夏
の
参
議
院
選
挙
で
は
、

宮
島
喜
文
日
臨
技
会
長
が
見
事
当
選

と
な
り
ま
し
が
、
会
員
・
賛
助
会
員

の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
物 

              

と
謹
ん
で
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
北
臨
技
は
一
般
社
団
法
人

へ
と
移
行
し
五
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

公
益
目
的
支
出
計
画
、
事
業
に
つ
い

て
も
順
調
に
実
施
で
き
て
お
り
ま
す
。 

今
後
も
職
能
団
体
と
し
て
会
員
の
た

め
の
事
業
展
開
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。 

日
臨
技
で
は
、
二
〇
二
五
年
問
題

に
向
け
て
、
検
体
採
取
、
検
査
説
明

相
談
を
も
っ
て
チ
ー
ム
医
療
に
本
格

的
に
参
画
し
、
病
棟
・
在
宅
医
療
現

場
で
の
検
査
技
師
の
業
務
拡
大
に
つ

い
て
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

北
臨
技
に
お
い
て
も
検
査
説
明
相

談
が
で
き
る
検
査
技
師
育
成
講
習
会

な
ど
日
臨
技
に
添
っ
た
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
検
体
採
取
に
関
す
る
厚
労

省
指
定
講
習
会
は
、
昨
年
ま
で
に
全

国
で
二
万
八
千
四
百
一
五
名
の
会
員

（
四
七
、
八
％
）
が
受
講
さ
れ
て
お

り
、
北
海
道
で
も
千
二
百
三
一
名
（
四

〇
、
三
％
）
の
会
員
が
受
講
し
ま
し

た
。
来
年
度
は
、
北
海
道
で
は
三
回

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
は
受
講
枠
が
縮
小
の
方
向
で
す
。 

三
月
の
指
定
講
習
会
は
受
付
を
開

始
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
国
家
資
格

の
一
部
追
加
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て

認
識
し
、
法
的
に
完
全
な
臨
床
検
査

技
師
と
な
る
た
め
講
習
会
の
受
講
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

最
後
に
、
本
年
も
会
員
の
皆
様
に

と
っ
て
良
い
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念

申
し
上
げ
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し

ま
す
。 

 
 
 
(

会
長 

東 

恭
悟) 

第 25 回北臨技基礎セミナー 終了報告 

 11 月 5 日、釧路労災病院にて第 25 回北臨技基礎セ

ミナーを受講者 35 名の参加で開催いたしました。輸血

部門としては初の基礎セミナーでしたが、「輸血のきそ

1・2・3」と題し、赤血球型検査ガイドライン改定の話

から血液型検査・不規則抗体検査・血液製剤の取り扱

いなど、基礎的事項からすぐに役立つ情報まで盛り沢

山の内容となりました。総合ディスカッションでは、

質問や疑問点など予定された時間いっぱいまで活発な

意見交換が行われました。輸血検査経験年数の浅い方

が多く、半日開催ではボリュームがあり過ぎたと思い

ますが、終了後のアンケートからは、「満足」との評価

を多くいただき大変有意義なセミナーであったと思い

ます。        （輸血部門員 坂口 良典） 

＜第 66 回日本医学検査学会一般演題募集延長のお知らせ＞ 

・一般演題募集を 1 月 11 日(水)まで延長します 

・演題登録は日臨技ホームページから 

（会期：平成29年6月17・18日 会場：千葉県幕張メッセ） 

第 197 回北臨技講習会 終了報告 

 12 月 3 日、札幌医大にて一般検査部門講習会を開催

いたしました。本講習会には、若手技師からベテラン技

師まで 62 名と多数のご参加をいただきました。今回は

「一般検査から考えたい臨床情報」をテーマとし、膿尿

や蛋白尿、血尿を呈する検体から得られる一般検査の結

果から病態を理解し、より正確に臨床へ情報を発信して

いくために必要な技術と知識を学びました。また、外部

講師をお招きし、一般検査の精度管理技術のポイントや

具体例を解説いただきました。今回の講習会は、日常業

務に役立つ情報と新たに習得した知識も多かったよう

に思われ、普段のルーチンの中では学べない知識を得ら

れる良い機会となりました。  

（一般検査部門長 望月 真希） 

～入会・退会の手続きは日臨技ホームページにて！～ 

＊今年度で退会される方は、1月末までに退会申請すると29年度会費が引落し 

されません。退会日は3月31日までの間で任意に設定できます。 

＊29年度入会予定の方もお早めに入会申請してください 

第 26 回北臨技基礎セミナー 終了報告 

11 月 5 日、第 26 回基礎セミナーを函館五稜郭病院

にて開催いたしました。生理機能部門では一昨年から

「呼吸機能検査の精度管理を学ぶ」をテーマとして基

礎セミナーを開催して参りました。今回も呼吸機能検

査の基礎と精度管理に加え、開催地区の要望を取り入

れ心電図とエコーの基礎について、生理機能部門員の

山本雅史技師、阿部記代士技師、齋藤和技師が講演し

ました。受講者からは「検査のコツを聞かせてもらえ

てよかった」「基礎的な知識を整理できて勉強になっ

た」など、大変好評をいただきました。今後も一部内

容変更はありますが、未開催地区での開催を予定して

おります。来年度も多くの会員の皆様にご参加いただ

ければと思います。  （生理機能部門長 齋藤 和） 

第 13 回 北臨技しばれセミナーのご案内 
     テーマ ～ウイルス性肝炎～ 

日 時：平成 29 年 2 月 18 日(土) 13:50～17:40 

会 場：札幌医科大学 記念ホール 

受講料：3,000 円    ＊募集開始！案内参照 

第 28 回 北臨技基礎セミナー（血液遺伝子染色体部門） 

 日 時：平成 29 年 2 月 4 日(土) 14:00～18:00 

会 場：岩見沢生涯学習センター「いわなび」 

受講料：3,000 円    ＊募集中！申込期限 1/16 

検査説明・相談ができる臨床検査技師育成講習会 

 日 時：平成29年1月28日(土) 9:10～29日(日)15:30 

会 場：ＫＫＲ札幌医療センター 3Ｆ会議室 

受講料：10,000 円   ＊募集中！申込期限 1/20 

求人情報は裏面に掲載しています 
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